
「宮城県楽器ＢＡＮＫ」

平成２４年度中間報告書

全国の皆様、これまでのご支援に対しまして感謝申し上げます。

平成23年4月から平成24年11月までの活動につきまして、ご報告申し上げます

平成24年12月1日(土)

宮城県吹奏楽連盟副理事長

「宮城県楽器ＢＡＮＫ」担当 遠藤 昇



東日本大震災の当日3月11日午後2時46分、宮城県内の中学校は卒業式前日の準備若しくは

式典当日であった。また、高校は試験休み中で多くの団体は練習中であり、小学校は授業中で

あったと思われる。そして、午後3時過ぎには多くの楽器が地震により落下や下敷きとなり破損

し、沿岸部では津波とともに海に沈んだ。360を越える団体をもつ宮城県吹奏楽連盟もネットワ

ークの寸断により機能は停止し各役員も生きのびることで精一杯であった。

発足

震災から1週間程度たってライフラインの一部復旧とともに少しずつではあるが全体像が明ら

かになり、全国の音楽家や各団体から安否確認のメールや電話が入るようになった。

そして、3月の末に事務局に1 通のメールが届いた。「震災で楽器を失った子供たちに楽器

を送らせてください。」このことを受けて4月2日の夜、会長以下数人で緊急の役員会を開き現

状の把握と今後のことについて話し合われた。この時、全国からの義援金や支援など多くの声

を聞くことになり連盟として被災団体への支援について次のように決まった。

・義援金については、事務局や銀行が機能していないので全日本吹奏楽連盟に委託する。

・楽器等の物資支援については、「宮城県楽器ＢＡＮＫ」を発足し東北高等学校音楽部がその

任に当たる。（後に決まるが、岩手県・福島県についても支援する。）
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東 北 高 等 学 校 音 楽 部 の 受 け 入 れ 体 制 に つ い て は 、 学 校 施 設 の 被 害 が 最 小 で あ る こ

と 、 部 員 の 被 災 状 況 が 軽 微 で あ る 。 ま た 、 学 校 側 の 協 力 で 集 荷 施 設 ・ 作 業 施 設 の 提 供

と 音 楽 部 の 楽 器 輸 送 ト ラ ッ ク と 大 型 バ ス を 利 用 で き る 事 が 上 げ ら れ る 。 ま だ 県 内 が 混

乱 し て い る 中 、 こ の よ う な 条 件 と 副 理 事 長 が 所 属 す る 団 体 で あ り 独 立 し た 運 用 が 可 能

で あ る こ と か ら 4月 4日 か ら 即 時 準 備 を 開 始 し た 。 初 め て の 取 り 組 み で あ り 、 先 の 見 え な

い 状 況 で あ った が 希 望 と と も に手 探 りで 進 め る こ と にな った 。

東北高等学校音楽部が独立した運用が可能であった理由は以下のことがあげられる。

・学校が指定避難所になっていない。（隣接した小学校が指定避難所）

・私立のため行政からの要請等がなく、教職員の自由な活動が可能であった。

・学校の損傷が軽微で、敷地・施設に余裕があり集荷・仕分け作業が容易であった。

・大型バスや大型トラックを保有しているので、自力での輸送の能力を持っていた。

・部員の被災状況が軽微であり、比較的活動の再開が早期であった。

・学校の知名度が高く、全国的に信頼を得やすかった。

・顧問が東北・宮城県の吹奏楽連盟の役員で各地の情報を得やすかった。

・音楽部がホームページを持っており活動を公開していた。

何よりも生徒の使命感と音楽部の機動力がここまで活動が継続してきた要因と思われる。
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被災団体の状況

ガソ リ ン が安 定 供 給 にな ったこ と に よ り 、 4月 10日に

は現地 視察のため事務局長と共 に石 巻市から多賀城

市にかけて学校を巡った。 5月 14日の県総会で各被災

団体への被災状況報告を 13地区の理事長へお願いし

たが連絡 が着く状況ではな く困難を極めた 。特 に、学

校が危険指定で楽器の確認ができない団体や津波で

学校 そ のものが な く避 難してお り連 絡が付 かない 、顧

問が入院等で何もわからないなど被災から半年たった

9月でも全容がつかめない状況であった。そして、 10月

3日に再度、被害報告をよびかけ 11月の末に人的被害の報告と ともに全容が明らかにな

った 。その結果、現在は 3年生の引退で何とか楽器は充足しているが新年度には新入部

員の楽器不足が懸念されるとの報告であった。また、学校にも家庭にも活動予算がなく、

活動の縮小や備品の購入・管理ができない状況である。

岩手・宮城・福島の被災状況はそれぞれ違いがあった。被災3県の統一した支援活動は困

難であり、各県の事務局は加盟団体の復興支援に奔走していた。

被災した学校
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活動状況

4月5日にホームページやメールにて「宮城県楽器ＢＡＮＫ」の設置を全国へ発信した。翌日

には、各地で活躍中の音楽家や音楽団体の方々から問い合わせや応援の連絡があり4月7日

に最初の楽器が東京から到着した。その後、個人の方々から毎日のように楽器が届き、多くの

団体が全国各地でチャリティーコンサートやイベントを開催し集まった楽器などを郵送やトラッ

クで持参した。また、海外で活動中の日本人音楽家からの問い合わせもあった。その他、被災

団体の演奏派遣のコーディネートも行っており、他県での演奏会に招請された団体もあった。

4月 ・ＳｅＲＶ ウィンドオーケストラより50台を超える楽器が到着

5月 ・国境なき楽団の庄野真代さんとカーニバルカンパニーの橋爪御夫妻が全国でのコンサートで集めた

約100台の楽器を持参

・野中貿易より大量のリード・マレット類・ミュートなどの消耗品が大量に到着

6月 ・近畿大学吹奏楽部がイベントで集めた約110台の楽器が到着

・株式会社オリエンタルランド（ディズニーランド）より約50台のマーチング打楽器が到着

・陸上自衛隊中央音楽隊有志の方々が個人の楽器等を持参

7月 ・ｆｍ横浜がリスナーに呼びかけ集めた楽器約400台を日通の協力で持参、生中継でその状況を放送

8月 ・浜松の「楽器はともだちプロジェクト」の皆さんが集めた楽器を2回に分けて約70台が到着

・洗足学園音楽大学復興支援推進チーム岩本伸一氏の協力でヤン・バン・デル・ロースト氏の指揮で

被災地の生徒を集め追悼演奏会を開催

10月 ・愛知県吹奏楽連盟が多くの音楽支援物資を持参

・関音楽事務所が劇団公演の収益でシロフォン8台を持参

・石川県吹奏楽連盟が県内で集めた楽器を持参

12月 ・立正佼成会仙台教会より50台を越えるマーチングパーカッションが到着

24/1月 ・立正佼成会札幌北教会より50台を越えるマーチングパーカッションが到着

3月 ・株式会社オリエンタルランド（ディズニーランド）より約40台の大型打楽器を持参
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その他、各地の音楽団体や個人の方々からも楽器のほかにも多くの消耗品を送っていただ

いた。しかし、その中には耐久年数が過ぎた楽器が1 割を占めこれらの楽器の今後も考えなく

てはならない状況であった。しかし、このような楽器でも不足している状況ではそれを求める者

も少なくはなかった。修理不能の楽器が20数台残るのみである。

楽器の集荷とともに仕分け作業が最大の難関であった。こん包を解き中身のチェックと記録

を行い楽器の状況で5段階に仕分けしすぐ使える状態で出荷できるように準備することであっ

た。仕分け作業には東北高校音楽部が行い、ヤマハ楽器の協力を受け浜松より技術スタッフ

をボランティアで派遣していただき数回にわたって楽器の選別と調整をした。また、楽器修理

は全日本吹奏楽連盟からの義援金で地元の楽器店の協力を得て作業を行った。

5月13日（金）～15日（日）に静岡県浜松市で開催された第42回「日本吹奏楽指導者クリニ

ック」に参加し全国の吹奏楽指導者の方々に現状報告と支援のお願いを行った。5月末には4

00台近い楽器の出荷準備が整い沿岸部の小中高の団体中心に支援を決め、現地との日程調

整を図り、特に被災団体の多い気仙沼（本吉地区）から矢本（石巻地区）の沿岸地域を中心に

下記の日程で支援活動を行った。

6月12日 石巻地区22団体に楽器100台を寄贈

6月26日 本吉地区24団体に楽器99台を寄贈

10月22日 本吉地区21団体に楽器127台を寄贈

特に演奏活動の再開が子供たちの心のケアにもつながると思い7月末に行われる吹奏楽コ

ンクールへの参加を推進するとともに原動力となるよう寄贈会では参加者との練習会や合奏も

行った。そして、内陸部の団体については、活動上必要としている楽器や消耗品を随時出荷

した。

平成23年5月の県総会に全日本吹奏楽連盟平松理事長が現地視察に訪れ激励を頂き、10

月の本吉地区寄贈会には愛知県吹奏楽連盟渡辺理事長が視察に訪れ他県連盟として初め

て現地での楽器BANK支援活動に参加した。平成24年4月には愛知県吹奏楽連盟総会で震

災時の状況や対応について講演を行い現状の不備について話し合われた。
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平成24年1月31日までに1313台の楽器と数多くの消耗品やアクセサリー用品が到着してお

り、楽器を必要としている宮城県・岩手県併せて69団体に674台の楽器を寄贈した。

今年の3月23日にはNPO法人の主催で東京の浜離宮朝日ホールへ宮城・福島の3団体とと

もに楽器を寄贈していただいた団体との演奏会を開催してきた。

2012年3月27日東京ディズニーランドを運営するオリエ

ンタルランド様より、宮城県吹奏楽連盟へ楽器の寄贈が

あった。広範囲の被災地が利用できる打楽器で連盟加

盟の共用楽器として利用する。搬入開梱等に、東北高等

学校音楽部が協力し保管・管理を行っている。

新年度に向けては、在庫楽器の整備と不足楽器・消耗

品の更なる呼びかけを行い5月26日には宮城県内の小中

高の新入部員を対象に支援を行った。この時、68団体60

0名を超える小中高生の新入部員が集まり382台の楽器と

中学1年生を対象に譜面台とチューナーを配布し活動支

援を行った。これらの取り組みによりほぼすべての団体が

活動再開と共に地域活性化の原動力となっていることは

言うまでもない。（1月以降は集計中）

そして、 8月には宮城県内の125名の中高生と共に東

京サントリーホールにて「宮城県楽器ＢＡＮＫ」としては初

めての復興支援コンサートを開催し全国に御礼と復興の

状況報告を行ってきた。翌日にはディズニーシーでコン

サートを開催した。この企画については、サントリーホー

ル・オリエンタルランド・東京財団・カーニバルカンパニー

・洗足学園音楽大学の御支援により実施された。

課題

震災から1ヶ月過ぎたあたりからアーティストや音楽団体が避難所中心にコンサートを行った

が、避難所の現状を無視した行為が見られた。

・避難所の状況を無視した演奏。（避難所は自宅と同じでありすべての者が受け入れられ

るとは限らない）

・ギャラなどを要求する行為。

・運営スタッフを避難所の支援者に求める行為。（従来の業務ができない状況があった）

・形だけの楽器支援。（東南アジア生産の低価格楽器のため国内での修理が難しく今後の

使用が困難な楽器）

多くのアーティストや音楽団体は避難者を勇気づける思いで駆けつけてくれたが、「善意の

押し売り」になる傾向があり、物資も人も不足している現場に配慮した活動が必要であった。あ

るアーティストはトラックがステージになるように改造し、駐車場など屋外でのコンサートを開き

すべてを自前で行った。宮城県吹奏楽連盟は、加盟団体の被災地コンサートについて被災地

の地元団体以外は控えるようにしていた。楽器ＢＡＮＫの支援で被災地の入る際も会場以外

は利用しないよう飲料水・食料の準備やトイレ・ゴミの対応に至るまで準備を行い被災地の負

担軽減も考えた。やはり、コンサートのような形態もあるが被災地の自立復興のための支援が

必要と思われた。

政府や行政に頼ることができない民間レベルの芸術分野では公立の学校でさえ復興資金

はなく、今回のように知名度のある連盟や協会が中心に呼びかけて支援体制を構築すること

が迅速な対応に結びつくと思われた。

新入部員企画
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今後の活動

これからの活動の方向としては、物から人への人材派遣支援と変わる傾向にあると思われ

る。しかしながら、家庭経済困窮による音楽人口の減少を考えて新年度に向けて新入部員へ

の物資支援も必要と思われる。

また、全国からの支援に対して復興状況の報告と御礼の方法を思案中であり、皆様の協力

を得て実施することと取り組みのすべてを記録として残していきたいと考えている。

まとめ

迅速な活動には吹奏楽連盟の知名度と役員の判断能力が重要であり、運営には人材・施

設・輸送の確保が重要である。そして何よりも、分かりやすい支援のテーマ「地震と津波で楽

器を失った子供たちを救おう」で全国に呼びかけ、多くの支援者が活動しやすい状況を作り上

げたところにある。

この支援は、加盟団体にとどまらず被災地のあらゆる音楽団体への支援活動へと変化し、

自立した活動への復旧となった。また、支援者からの支援物資の購入や楽器修理などを地元

企業に集中させることにより企業の復興支援にも役だった。

そして、多くの支援団体（ＮＰＯなど）との相互連絡を取ることにより幅広い支援活動が実現

化しそれぞれの不備を補うことにもなった。特に広域にわたり多様な希望に応えるために「楽

器BANK」が全国の支援団体に対して被災地の窓口になることが重要であった。

また、支援者のことを考えると、支援したことがどのようになっているのかが重要である。支

援の輪を広げるために以下のことを行った。

・寄贈された物品に寄贈者の連絡先を明記し、お礼状を送れるようにした。

・支援者の支援方法の問い合わせに対し柔軟に対応した。

・寄贈先がわかるようにデータ化し支援者からの問い合わせに対応した。

・インターネットの活用を促進し、特にフェースブックを活用してリアルタイムで状況報告を

行った。

・マスメディアの活用で、活動の状況を全国に配信していただいた。

今後どのような災害があるかわからないが、今回の取り組みを今後に生かしていただければ

幸いである。また、このたび御支援いただきました皆様に感謝申し上げます。

主な協力団体・企業（順不同）

カ ー ニ バ ル カ ン パ ニ ー ・ 洗 足 学 園 音 楽 大 学 ・ 国 境 な き 楽 団 ・ 東

京 サ ン ト リ ー ホ ー ル ・ 東 京 財 団 ・ (株 )オ リ エ ン タ ル ラ ン ド ・ ヤ マ ハ

(株 ) ・ サ ン リ ツ 楽 器 ・ 仙 台 管 楽 器 工 房 ・ 近 畿 大 学 吹 奏 楽 部 ・ Ya h

o o J A P AN ・ (株 )電 通 ・ NPO法 人 Po i n t G r e e n推 進 環 境 会 議 ・ 横

浜 エ フ エ ム 放 送 (株 )・ 楽 器 は 友 達 プ ロ ジ ェ ク ト
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公開された各種資料
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東日本大震災による救済・義援金受付口座開設のお知らせ

（社）全日本吹奏楽連盟

理事長 平松 久司

このたびの東北・関東地方を襲った巨大地震によって多大な被害を受けられたみなさまに、心

よりお見舞い申し上げます。

その被災地支援のための義援金口座を開設しました。みなさまのあたたかいご協力を賜りま

すよう、よろしくお願い申し上げます。

お近くの郵便局でお手続きください。振込口座は以下のとおりです。

郵便振替

（口座記号番号）００１９０－４－７２７７９５

（口座名）社団法人 全日本吹奏楽連盟

恐れ入りますが手数料はご負担いただきますよう、お願いいたします。

現在の義援金受付状況 (2012年10月5日現在)

義援金総額 115,180,467 円 ※

受付件数 1,111 件

※うち、2,000万円を 5月27日、東北吹奏楽連盟に寄託いたしました。

2012年7月20日現在、合計 104,528,039 円を東北吹奏楽連盟に寄託いたしております。

※そのうち、300万円は朝日新聞社からのお見舞金です。

なお、お寄せいただきました義援金は、被災された団体の楽器・楽譜等の購入など支援活動

に充てていただけるよう、東北吹奏楽連盟 ※ に寄託させていただきます。

※当初、「東北・東関東吹奏楽連盟に寄託」としておりましたが、東関東吹奏楽連盟から、より

被害が甚大な東北吹奏楽連盟に義援金を集中して差し上げてほしい、との申し出がありました。

そのため、寄託先は東北吹奏楽連盟 とさせていただきます。ご理解いただけますようお願い申

し上げます。
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平 成 ２ ３ 年 ４ 月 ５ 日 付

関 係 各 位
宮 城 県 吹 奏 楽 連 盟
会 長 三 塚 尚 可

東 日 本 大 震 災 に よ る 楽 器 救 済 の 開 設 の お 知 ら せ

こ の 度 の 東 北 ・ 関 東 地 方 を 襲 っ た 巨 大 地 震 に よ っ て 多 大 な 被 害 を 受 け ら れ た み な さ ま に 、 心 よ
り お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す 。 ま た 、 全 国 各 地 の 皆 様 か ら 寄 せ ら れ ま し た 励 ま し や お 見 舞 い に 対 し ま
し て 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

さ て 、 今 回 の 大 震 災 で は 連 盟 加 盟 の 多 く の 団 体 が 楽 器 を 失 っ て し ま い ま し た 。 そ の 現 状 を 察 し
て 多 く の 方 々 か ら 当 連 盟 に 対 し ま し て 「 い ま 使 っ て い な い 楽 器 を ぜ ひ 寄 贈 し た い 」 と の お 申 し 出
を い た だ き ま し た 。 そ こ で 対 応 に つ い て 検 討 し 、 急 遽 「 宮 城 県 楽 器 Ｂ Ａ Ｎ Ｋ 」 を 開 設 す る こ と に い
た し ま し た 。

み な さ ま か ら の あ た た か い ご 協 力 を 賜 り ま す よ う 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。
詳 細 に 関 し ま し て 以 下 の と お り で す 。

送 り 先
東 北 高 等 学 校 音 楽 部

〒 981-3214 宮 城 県 仙 台 市 泉 区 館 七 丁 目 １ ０ １ 番 １ 号
電 話 ： 090-3755-6477 Ｆ Ａ Ｘ ： 022-379-6003
担 当 ： 宮 城 県 吹 奏 楽 連 盟 副 理 事 長 遠 藤 昇

※ 恐 れ 入 り ま す が 送 料 は ご 負 担 い た だ き ま す よ う 、 お 願 い い た し ま す 。

各 種 情 報
宮 城 県 吹 奏 楽 連 盟 Ｈ Ｐ h t t p : / / w w w . a j b a . o r . j p / m i y a g i /
東 北 高 等 学 校 音 楽 部 Ｈ Ｐ h t t p : / / m e m b e r s 2 . j c o m . h o m e . n e . j p / t h s b a n d /

支 援 内 容
・ 楽 器 （ 管 楽 器 ・ 打 楽 器 な ど 吹 奏 楽 団 体 が 使 用 で き る 楽 器 ）
・ 用 品 （ 木 管 リ ー ド ・ マ ウ ス ピ ー ス ・ マ レ ッ ト ・ 譜 面 台 等 ）
・ そ の 他 の 楽 器 ア ク セ サ リ ー 用 品

※ 申 し 訳 ご ざ い ま せ ん が 、 仕 分 け の 都 合 上 、 各物品につきまして、１ 台 も し く は
１ 種 目 ご と に 下記のようなタックシールを貼って下さい。 そ の ま ま 各 団 体 に 寄 与
さ せ て い た だ き ま す 。

団 体 か ら の 支 援 の 場 合

個 人 か ら の 支 援 の 場 合

なお、お寄せいただきました楽器・用品等は、被災した小学校・中学校・高等学校の団体に寄与さ
せていただきます。その振り分けに関しては、宮城県吹奏楽連盟に寄託させていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。

団 体 名：

代表者名：

住 所：

物 品 名：

個 人 名：

住 所：

物 品 名：
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寄贈品の仕分け書類

ステッカー ポスター

抽選カード
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5月14日の県総会で各被災団体への被災状況報告を13地区の理事長へお願いした書類

15



「宮城県楽器ＢＡＮＫ」石巻地区被災楽器支援企画

～ 響 け 復 興 の ハ ー モ ニ ー ～

明日に向かってみんなで合奏しよう

６月12日（日曜日）
１１：３０ 楽器無料診断コーナー・廃棄楽器受付コーナー

１１：３０ 修理楽器受付コーナー（有料：金額はご相談下さい）

１２：３０ 楽器寄贈コーナー（楽器別・アクセサリー用品の抽選もあります）

１３：３０ 基礎合奏練習会（協力：ヤマハ楽器）

１４：３０ 全員合奏（曲：ありがとう／いきものがかり ミュージックエイト版）

楽譜は当日配ります。合唱の参加もあります。

主催：宮城県吹奏楽連盟

協力：東北高等学校音楽部・ヤマハ楽器・サンリツ楽器

洗足学園打楽器研究所

会場：宮城県石巻西高等学校

被災楽器の支援（支援順位）
◎津波により失われた楽器

◎水没した楽器

◎地震により倒壊した楽器

◎予算不足により購入できない新入部員の楽器

◎予算不足により修理できない楽器

◎購入の難しい楽器用品

支援楽器の寄贈について
各楽器はメーカー・モデルが幅広く「宮城県楽器ＢＡＮＫ」に寄贈されています。つきまして

は、ヤマハの技術スタッフにより中学生・高校生用と小学生用に仕分けいたしました。楽器

の引き渡しは楽器毎に、お一人様１台抽選で行います。

◎金管楽器の引き渡しの際、マウスピースの選択とオイル・グリスの進呈があります。

◎木管楽器の引き渡しの際、マウスピース・リガチャーの選択とグリス・リードの進

呈があります。

◎打楽器の引き渡しの際、マレットの進呈があります。

◎ご希望された楽器が無い場合、引き続き全国に要請いたします。到着次第お送りし

ます。

アクセサリー用品の寄贈について
数に限りがありますので以下のようにさせていただきます。

◎管楽器の方々には、抽選でリードケース・スワブ・クロス・ミュート・チューナー

・メトロノームの中からお一人様１点進呈いたします。

◎打楽器の方々には、抽選でスネアスティック・鍵盤楽器マレット・練習台・ブラシ

スティックの中からお一人様１点進呈いたします。

◎合奏に参加された全員に譜面台を進呈いたします。

全国の皆様から多くの楽器が寄贈されています。御礼の意味を込めて「ありがとう」を皆さ

んで演奏しネット配信したいと思います。是非ご参加下さい。
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平成23年10月3日

この調査は当連盟として加盟団体の実情を正確に記録し、支援いただいている全国の皆様に実情を

伝え、息の長い支援活動をお願いする資料とするために行います。各団体ごとの数字は発表せず、

地区連盟ごとに集計して個別の事情はわからないように発表いたしますので、できるだけ正確にご記

入をお願いします。

1 調査対象 平成23年度 宮城県吹奏楽連盟の全加盟団体。

2 調査内容 ①学校の被害について （職場・一般団体は別紙参照のこと）
②教育活動の状況について
③活動場所の状況について
④地震による楽器等の被害について
⑤津波による楽器等の被害について
⑥震災による人的被害について
⑦吹奏楽コンクールへの参加状況について

3 調査起点 ①地震被害は平成23年3月11日と4月7日のものとする。
②津波被害は平成23年3月11日のものとする。
③人的被害は平成23年11月末日の状況とする。

4 調査集約 宮城県各地区吹奏楽連盟事務局

5 報告先 宮城県吹奏楽連盟事務局

6 締切日 平成23年11月28日 （月）
この締め切り日は地区吹連から県吹連への締め切り日とする。

加盟団体から地区吹連への締め切り日は、地区ごとに定める。

7 報告様式 小学校・中学校・高等学校・大学の団体は様式１をに記入すること。

職場・一般の団体は様式２に記入すること。

8 報告方法 加盟団体は記入したものをFAXで地区理事長学校まで送信すること。

地区は報告用一覧ｼｰﾄに地区加盟団体の数字を記入して送信すること。

宮城県吹奏楽連盟

東日本大震災による加盟団体被害調査について

平成23年3月11日に発生した東日本大震災により、加盟団体が受けた被害の全容を集約します。
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～小学校・中学校・高等学校・大学～
宮城県吹奏楽連盟事務局

調査日　平成23年11月30日時点　加盟する小中高大の団体。
（小中高大・・311団体中　回答309団体）

１， 学校の被害について
①津波により校舎・体育館に被害のあった団体 1-① 17 団体

②地震により校舎・体育館に被害のあった団体 1-② 244 団体

２， 教育活動の状況について（平成23年度当初）
①自校内で実施した団体 2-① 294 団体

②他校で実施した団体 2-② 15 団体

３， 活動場所の状況について（平成23年度当初）
①通常の活動場所で可能だった団体 3-① 214 団体

②通常の活動場所で一部可能だった団体 3-② 50 団体

③通常の場所では不可能だった団体 3-③ 45 団体

４， 地震による楽器等の被害について
①使用不可能となった楽器台数 4-①木管 94 台

※打楽器は大きさに関係なく１台と数える 金管 93 台
打楽器 140 台

②修理すれば使用可能だった楽器台数 4-②木管 206 台
金管 183 台

打楽器 171 台

③使用不可能となった譜面台数 4-③譜面台 216 台

④使用不可能となったﾒﾄﾛﾉｰﾑ数 4-④ﾒﾄﾛﾉｰﾑ 677 台

⑤使用不可能となったﾁｭｰﾅｰ数 4-⑤ﾁｭｰﾅｰ 151 台

⑥使用不可能となったﾊｰﾓﾆｰﾃﾞｨﾚｸﾀｰ数 4-⑥HD 34 台

⑦使用不可能となった楽譜（原譜冊数） 4-⑦冊数 155 冊

５， 津波による楽器等の被害について
①使用不可能となった楽器台数 5-①木管 32 台

※打楽器は大きさに関係なく１台と数える 金管 27 台
打楽器 71 台

②修理すれば使用可能だった楽器台数 5-②木管 34 台
金管 32 台

打楽器 21 台

平成23年東日本大震災による

加盟団体被害状況のまとめ

宮城県吹奏楽連盟は加盟団体の被害状況について，以下のように調査・集計した。

平成23年12月6日

18



③使用不可能となった譜面台数 5-③譜面台 143 台

④使用不可能となったﾒﾄﾛﾉｰﾑ数 5-④ﾒﾄﾛﾉｰﾑ 20 台

⑤使用不可能となったﾁｭｰﾅｰ数 5-⑤ﾁｭｰﾅｰ 107 台

⑥使用不可能となったﾊｰﾓﾆｰﾃﾞｨﾚｸﾀｰ数 5-⑥HD 4 台

⑦使用不可能となった楽譜（原譜冊数） 4-⑦冊数 448 冊

６， 震災当日の顧問人数について 6 565 名

７， 震災当日の部員数について 7 7961 名

８， 震災による人的被害について（11月末現在）
①津波により自宅が流失した顧問数 8-① 24 名

②地震により自宅を失った顧問数 8-② 7 名

③津波により自宅が流失した部員数 8-③ 356 名

④地震により自宅を失った部員数 8-④ 52 名

⑤震災の影響で退部した部員数 8-⑤ 33 名

⑥震災の影響で転出した部員数 8-⑥ 51 名

⑦死亡・行方不明となった顧問数 8-⑦ 1 名

⑧負傷した顧問数 8-⑧ 1 名

⑨死亡・行方不明となった部員数 8-⑨ 11 名

⑩負傷した部員数 8-⑩ 3 名

⑪両親が死亡・行方不明となった部員数 8ｰ⑪ 3 名

⑫父が死亡・行方不明となった部員数 8-⑫ 24 名

⑬母が死亡・行方不明となった部員数 8-⑬ 19 名

９， 吹奏楽コンクールへの参加状況（部門問わず）
①平成22年度に参加した団体 9-① 267 団体

②平成23年度に参加した団体 9-② 255 団体
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平成23年10月11日

全国の吹奏楽関係者の皆様へ

宮城県吹奏楽連盟

会長 三塚 尚可

この度の大震災から早いもので7ヶ月が過ぎようとしています。この間，全国各地の皆様か

ら心温まる義援金を多数頂戴いたしました。誠にありがとうございました。

まだ復興半ばではありますが，この場をお借りしまして本連盟での義援金の配分や使途に

つきましてお知らせいたします。

１. 第一次義援金について

1300万円（6月8日に東北吹連より振込）をお預かりしました。

～使途～

5月になるまで学校が再開できなかった地区が多数有り，通信設備の復旧も遅れ，各団体

の顧問も多くが自ら被災して生活がままならない状況であったので，各団体の被害状況調査

を5月・6月と行い，そのあとに義援金の配分について県吹連臨時役員会で協議しました。

その結果，まず7月2日に各地区理事長を通して以下のように配分しました。

（１）地区事業補助や地区加盟団体のための補助金 4,400,000円

①本吉地区 石巻地区 大崎地区 登米地区 各５０万円

②仙台宮城野地区 名取地区 各４０万円

③仙台若林地区 仙南地区 各３０万円

④それ以外の地区（５地区） 各２０万円

すぐに各団体の活動を支えるため，身近な地区吹連へ被害状況に応じて案分した現金を

お渡しして使えるようにしました。

（２）地区楽器別講習会開催補助金 50,000×13地区 650,000円

（３）地区吹奏楽祭開催補助金 30,000×13地区 390,000円

開催がいつになるか不確定でありましたので，各地区がすぐに開催できるように配分し

ました。

（４）コンクール地区大会開催補助金 70,000×6地区 420,000円

（５）コンクール県大会職場一般部門開催補助金 120,000円

すぐにコンクールの地区大会を控え，会場が使用不可能になった地区がたくさんありま

した。代替施設借用など必要となるものとして配分しました。

また，復興のための事業や震災の影響による事業中止に備えて配分しました

（６）宮城県楽器BANK 3,041,871円

①寄贈楽器修理代 2,063,067

②大型楽器購入代 778,804

③楽器運送代 200,000

全国から多数寄せられた楽器を調整してから必要な団体へお配りしました。また，一部
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集まらなかった大型楽器について新規に購入させていただきました。

（７）復興祈念コンサート補助（8月14日まほろばホールにて） 180,615円

石巻地区の先生方が中心となって復興コンサートを開催したので一部を補助しました。

（８）吹奏楽コンクール宮城県大会赤字補填 3,797,514円

大きな余震が危惧された県大会を高校礼拝堂で開催しました。万が一を考えて観客は保

護者のみ各団体毎に人数を割り当てて無料にしました。4日分ですので収入が例年より大

幅に減収となりました。

合 計 13,000,000円

２ 第二次義援金について

1450万円（7月8日650万円，9月7日800万円東北吹連より振込）をお預かりしました。

～使途～

10月1日に臨時役員会を開催し，以下の通り配分することを決定しました。

（１）アンサンブルコンテスト地区大会開催を補助する。（各地区１０万）

１３地区大会に送る。１３０万

（２）アンサンブルコンテスト県大会参加料を補助する。

１１０グループ×５０００円＝５５万

（３）県内加盟団体が１０月１日以降に単独や合同で演奏会を開催する場合，ポスターやプ

ログラム，チケットに「響け！復興のハーモニー」のロゴを使用し，「このコンサートを

開催するにあたり，全国の皆様から寄せられた義援金の一部を使わせていただきまし

た。」との一文をプログラムに記載すれば，１０万円を補助する。

先着５０演奏会（開催日順） ５００万

※１加盟団体につき1回とする。

（４）6月3日までに「楽器被災状況報告書」を提出した団体が１０月１日以降に使用する楽

譜を購入した場合，１団体最大１５万円を補助する。

対象団体

石巻地区(22団体） 団体名は割愛します。

本吉地区(4団体）

登米地区(7団体）

大崎地区(7団体）

名取地区(4団体）

仙台宮城野地区(4団体）

仙南地区(2団体）

仙台若林地区(2団体）

以上５２団体×最大１５万＝最大７８０万

以上４項目で1465万円を分配する予定です。

今後とも引き続きご支援を賜りますよう，よろしくお願い申し上げます。
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平成24年4月14日

加盟団体長 様
顧 問 様

貴校吹奏楽部へのリード購入補助金について

宮城県吹奏楽連盟
会長 三塚 尚可

（公印省略）

時下，ますますご清栄のこととお喜び申し上げます
さて，大震災から１年が過ぎましたが，県内の各団体の吹奏楽活動にはまだまだ大きな

制約があるようです。そのような中で日頃から活動を熱心に継続している各団体に対しま
して心から敬意を表する次第であります。

全国の吹奏楽仲間からも多くの義援金を全日本吹奏楽連盟と東北吹奏楽連盟を通して本
連盟に寄せられています。誠に感謝の念に堪えません。

今回，宮城県吹奏楽連盟は大震災で楽器等への被害について，昨年12月6日にHP上で公開
しました「平成23年東日本大震災による加盟団体被害状況調査」に寄せられました加盟団
体の回答の中から，「津波により自宅が流失した部員」がいる団体へ，義援金の中から木管
楽器の必需品であるリード購入に義援金を充てていただくことを決定いたしました。

貴団体からは「津波により自宅が流出した部員がいる」との報告をいただいております
ので補助の対象団体となっております。

吹奏楽活動の復興にむけて宮城県各地から「復興のハーモニー」がたくさん鳴り響くこ
とを期待しております。

記

１ 対象団体 宮城県吹奏楽連盟実施の「平成23年東日本大震災による加盟団体被害状況
調査（平成23年11月提出済み）」において「津波により自宅が流失した部員
がいる」と回答した小中高の団体（66団体）。

２ 補助金額 人数により以下の金額を上限額とする。
①26名以上(1団体） 30万円
②20名以上25名以下(2団体） 25万円
③15名以上19名以下(3団体） 20万円
④ 9名以上14名以下(9団体) 15万円
⑤ 2名以上8名以下(25団体） 10万円
⑥ 1名(26団体） 5万円 総額655万円

※該当団体名は裏面参照のこと

３ 条 件 ①団体練習で使用する木管楽器リード購入代金とすること。楽器の種類や
メーカーは問わない。購入先からの配送料を含めてもよい。

②平成24年6月30日までに納品されたリードであること。
③補助金を受け取ったあとは購入代金を団体で支払うこと。

４ 申請方法 ①申請締切日までに以下のものを宮城県吹奏楽連盟事務局に郵送すること
※購入したリードの「納品書」「請求書」
※補助金の振込先の銀行名，口座番号，名義

（振込手数料を義援金から支払いますので節約のため七十七銀行
の口座をお願いします）

〒989-3128 仙台市青葉区愛子中央1-9-1 仙台市立広瀬中学校内
宮城県吹奏楽連盟事務局長 木村 仁彦 宛

②第一回申請締切日は平成24年5月31日必着，
最終申請締切日は平成24年6月30日必着とします。

③各締め切り日ごとに書類を確認し，指定の口座に振り込みます。

５ その他 納品日が最終期限を過ぎますと受付できませんので，十分にご注意下さい。

６ お問い合わせ 宮城県吹奏楽連盟事務局長木村 090-3755-6645 までお願いします。
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該当団体一覧（津波により自宅が流失した部員数）

①26名以上(1団体） 30万円
石巻市立湊中学校

②20名以上25名以下(2団体） 25万円
石巻市立門脇中学校
石巻好文館高等学校

③15名以上19名以下(3団体） 20万円
山元町立山下中学校
女川町立女川第一中学校
南三陸町立志津川中学校

④ 9名以上14名以下(9団体) 15万円
亘理町立荒浜中学校
石巻市立女子高等学校
東松島市立矢本第二中学校
名取市立閖上中学校
気仙沼市立階上中学校
気仙沼高等学校
気仙沼市立気仙沼中学校
石巻西高等学校
南三陸町立歌津中学校

⑤ 2名以上8名以下(25団体） 10万円
多賀城高等学校 仙台第一高等学校
石巻高等学校 仙台東高等学校
気仙沼西高等学校 仙台市立高砂中学校
気仙沼市立鹿折中学校 東北工業大学高等学校
石巻市立青葉中学校 亘理町立吉田中学校
石巻市立万石浦中学校 山元町立坂本中学校
気仙沼市立気仙沼小学校 名取北高等学校
岩沼市立玉浦中学校 塩竈市立第三中学校
志津川高等学校 多賀城市立多賀城中学校
仙台南高等学校 気仙沼市立松岩中学校
宮城県農業高等学校 気仙沼市立津谷中学校
石巻市立石巻中学校 気仙沼女子高等学校
本吉響高等学校

⑥ 1名(26団体） 5万円
仙台第二高等学校 白石高等学校
県工業高等学校 西山学院高等学校
仙台市立仙台高等学校 塩竈市立第一中学校
宮城広瀬高等学校 塩竈市立第二中学校
常盤木学園高等学校 七ヶ浜町立七ヶ浜中学校
東北学院榴ケ岡高等学校 石巻市立蛇田中学校
仙台市立仙台商業高等学校 石巻市立山下中学校
仙台市立田子中学校 石巻市立河南西中学校
仙台市立人来田中学校 石巻工業高等学校
仙台向山高等学校 古川黎明中学校
仙台西高等学校 登米市立中田中学校
聖和学園高等学校 岩沼市立岩沼西中学校
岩沼市立岩沼北中学校 石巻北高等学校
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楽 器 抽 選 方 法 に つ い て

抽選カードを受け取り，必要事項を記入する

楽器の試奏はできません

楽器がある場合は， 2 回目以降の抽選を行います
抽選漏れの方は，抽選用紙を返却いたします

寄贈されました楽器は，すべてお持ち帰りいただきます

「宮城県楽器ＢＡＮＫ」受付用紙
No.

学 校 名

参加者氏名 学年 年

顧 問 氏 名 印

受付で提出して，抽選用紙と引き替えてください。代理での参加はできません。

受 付

小学生の部 ９：３０～１０：１５

中高生の部 １２：４５～１３：３０

投 票

希望の楽器に抽選カードを投票する

投票時間は各受付時間内とします

抽 選

小学生の部 １０：３０～１２：００

中高生の部 １３：４５～１５：３０

楽器の引き渡し

木管楽器：マウスピース・リガチャー・キャップ・リードの選択

金管楽器：マウスピースの選択

打楽器：マレットの選択

きりとり
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演奏会活動支援企画
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平成23年3月23日に浜離宮朝日ホールで開催された復興支援コンサート
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平成23年8月14日にまほろばホールで開催された追悼コンサート

Jan Van der Roost氏からのメッセージ

I still remember very well my visit to Tohoku area last year in August: it was

an experience with many emotions on stage and in the hall during that

particular concert. When a disaster like the tsunami last year hits a nation, a

lot of things which mostly are considered as "normal" suddenly change

drastically: indeed such a tragic event has a long lasting impact on countless

people. In a way it destroys a lot and it hurts many people but in a certain

way it also brings people (back) together ... Music is probably one of the only

phenomenons on earth being able to heal mental and emotional wounds: it

touches the hearts of those who play it or who are listening. In this context, I

was happy to be able to offer my modest contribution to Tohoku area last year

when I conducted a special concert in August. To me, it was a striking event to

see and to feel how courageous and with how much dignity the Japanese

people tried to get over such a catastrophe. If my music has helped in any way,

I am glad to have been able to bring some consolation and strength.

Unfortunately, I can not be present in person today, though I'm not very far

away from here (= in South Korea) at this very moment ... If it would have

matched with my agenda, I would have accepted the invitation to be here with

you once again, but as said I wasn't available anymore when the invitation

came in ... However, I am confident that today's performers will do their very

best to bring joy and happiness - and possibly also some deeper emotions - to

all of you. Enjoy the concert, enjoy the music, let your sorrows and concerns

disappear or at least diminish while being overwhelmed by the beauty of

music.

All the best to all of you!

Jan Van der Roost

2011年8月14日 まほろばホール

震災から５ ヵ月がたちました。志半

ばでお別れした方々に音楽を届けよう

と、今回追悼演奏会を開催する運びと

なりました。宮城県石巻地区吹奏楽連

盟と洗足学園音楽大学様のご協力に

より、今や吹奏楽界では第一人者のヤ

ン・ヴァン=デル=ロースト先生をベルギーからお招きいたしまして。今回の追悼演奏会を開催す

る運びとなりました。 洗足学園音楽大学宮城県出身者の方々、東北高校音楽部の協力の下、

被災地の小・中・高校生を募集して開催しました。
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みちのくウインド・オーケストラ 東京公演＆ディズニーシー公演

MITINOKU・WIND・ORCHESTRA IN TOKYO

サントリーホールプログラム/Program

・P.スパーク/P.Sparke 陽はまた昇る/THE SUN WILL RISE AGAIN

・A.リード/A.Reed アレルヤ！ラウダムス テ/ALLELUIA! LAUDAMUS TE

・編曲：岩井直薄/Arr.N.Iwai ディズニーメドレー/DISNEY MEDLEY

・A.コミタス/A.Comitas 東北のための哀歌/ELEGY FOR TOHOKU

・K.アベ/K.Abe プリズム・ラプソディII/PRISM RHAPSODY II

休憩/Interval
・シルフ・チェンバー・アンサンブルによる演奏/Perform by Sylff Chamber Ensemble

・J.V.ロースト/Jan Van der Roost アルセナール/ARSENAL

・A.リード/A.Reed エル カミーノ レアル/EL CAMINO REAL

・J.シュトラウス/Johann Strauss ラデッキー行進曲/RADETZKY-MARSCH

日時 2012年8月17日 19時開演

場所 サントリーホール 大ホール

演奏 みちのくウインド・オーケストラ(127名)

シルフ・チェンバー・アンサンブル(9名)

洗足学園音楽大学・東北フレンズ・アンサンブル(12名) 総数 約150名

指揮 三石精一 山下一史

三塚尚可(宮城県吹奏楽連盟会長) 山本 大(東北高等学校音楽部指揮者)

独奏 安倍圭子(マリンバ)

司会 庄野真代(国境なき音楽団代表)

シルフ・チェンバー・アンサンブル

サクソフォン Carl-Emmanuel Fisbach/カール・エマニュエル・フィスバッハ（パリ国立高等音楽院）

パーカッション David Panz/ダービッド・パンツル（ウィーン国立音大）

トランペット Panju Kim・金 判周/キム・パンジュ（ウィーン国立音大）

フルート Bärli Nugent/バーリ・ヌジェント（ジュリアード音楽院副学部長）

トロンボーン Dietmar Nigsch/ディエットマー・ニグシュ（ウィーン国立音大）

バスーン Dylan Corlay/ディラン・コルレイ（パリ国立高等音楽院）

ホルン Marie Collemare/マリー・コルマー（パリ国立高等音楽院）

オーボエ Merideth Irene Hite/メリデス・アイリーン・ハイト（ジュリアード音楽院）

クラリネット Moran Katz/モーラン･カッツ（ジュリアード音楽院）

洗足学園音楽大学・東北フレンズ・アンサンブル メンバー

フルート 三浦 南（洗足学園音楽大学大学院1年生・石巻市出身）
クラリネット 尾形佳苗（洗足学園中高等学校講師・石巻市出身）
クラリネット 大沼理江（洗足学園音楽大学4年生・仙台市出身）
ファゴット 相良 怜（洗足学園音楽大学大学院2年生）
サクソフォーン 菊地加奈（洗足学園音楽大学3年生・涌谷町出身）
サクソフォーン 鈴木 慧（洗足学園音楽大学3年生・大崎出身）
トランペット 澤 友貴（洗足学園音楽大学卒・同大学ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙｱｶﾃﾞﾐｰ在籍）
ホルン 田邉明夏（洗足学園音楽大学卒・フリー奏者）
ユーフォニアム 山口綾華（洗足学園音楽大学4年生・仙台市出身）
チューバ 井上 洸（洗足学園音楽大学卒・フリー奏者）
コントラバス 當中絵理（洗足学園音楽大学卒・演奏部所属）
打楽器 大久保芙美（洗足学園音楽大学4年生・仙台市出身）

ディズニーシープログラム/Program

・J.V.ロースト/Jan Van der Roost アルセナール/ARSENAL

・編曲：岩井直薄/Arr.N.Iwai ディズニーメドレー/DISNEY MEDLEY

・J.シュトラウス/Johann Strauss ラデッキー行進曲/RADETZKY-MARSCH

日時 2012年8月18日 10時開演

場所 ディズニーシー プラザステージ 全員で演奏します。（暗譜）

演奏 みちのくウインド・オーケストラ「みやぎグリーンバンド」(127名)

指揮 山本 大(東北高等学校音楽部指揮者)

司会 遠藤 昇(宮城県吹奏楽連盟副理事長)
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みちのくWinds Orchestra ワークショップ予定表

8月13日（月）

9:30 受付・準備

10:00 開会式、シルフメンバーによるオープニングコンサート

10:30 パート別練習

12:00 昼食（各自持参、パート練習会場にて）

13:00 アルセナール/指揮:洗足音大岩本先生（音楽合奏室）降り番組は個人練習or合奏

13:40 ｴﾙ ｶﾐｰﾉ ﾚｱﾙ/同上

15:00 ﾌﾟﾘｽﾞﾑ ﾗﾌﾟｿﾃﾞｨII

15:45 ｴﾚｼﾞｰfor東北

16:15 後片付け・解散

14日（火）

9:30 ウォーミングアップ（パート別）

10:00 陽はまた昇る/指揮:三塚先生（音楽合奏室）降り番組は個人練習

10:40 ｱﾚﾙﾔ ﾗｳﾀﾞﾑｽﾃ/指揮:山本先生（音楽合奏室）降り番組は個人練習

11:20 ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ ﾒﾄﾞﾚｰ/指揮:山本先生（音楽合奏室）降り番組は個人練習

12:00 12:20ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ ﾒﾄﾞﾚｰ全員合奏（ディズニー シーバージョン）

12:20 昼食（各自持参、パート練習会場にて）

13:00 アルセナール/指揮:山下先生（音楽合奏室）降り番組は個人練習or合奏

13:35 ｴﾙ ｶﾐｰﾉ ﾚｱﾙ

14:50 ﾌﾟﾘｽﾞﾑ ﾗﾌﾟｿﾃﾞｨII

15:30 ｴﾚｼﾞｰfor東北

16:00 全体合奏 ラデッキー行進曲

16:30 後片付け・解散

15日（水）

9:30 ウォーミングアップ（パート別）

10:00 陽はまた昇る/指揮:三塚先生（音楽合奏室）降り番組は個人練習

10:40 ｱﾚﾙﾔ ﾗｳﾀﾞﾑｽﾃ/指揮:山本先生（音楽合奏室）降り番組は個人練習

11:20 ﾃﾞｨｽﾞﾆｰ ﾒﾄﾞﾚｰ/指揮:山本先生（音楽合奏室）降り番組は個人練習

12:00 12:20アルセナール全員合奏（ディズニー シーバージョン）

12:20 昼食（各自持参、パート練習会場にて）

13:00 アルセナール/指揮:山下先生（音楽合奏室）降り番組は個人練習or合奏

13:30 ｴﾙ ｶﾐｰﾉ ﾚｱﾙ

14:30 ﾌﾟﾘｽﾞﾑ ﾗﾌﾟｿﾃﾞｨII/安倍先生ご来校

15:30 ｴﾚｼﾞｰfor東北/同上

16:00 全体合奏 ラデッキー行進曲

16:15 後片付け・解散
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16日（木）

石巻地区出発

9:30 石巻駅発

10:00 石巻イオン駐車場発

仙台地区出発

10:00 東北高校泉キャンパス発

11:00 仙台駅発（東口：ＴＢＣハウジングプラザ前）

全車両は国見サービスエリアで合流します。

12:00 昼食（各自でご準備下さい。）

19:00 宿泊先到着

19:30 夕食（敷地内の施設にて各自負担で食事をして下さい。）

17日（金）

9:00 朝食はこの時間までに済まして下さい。（主催者で用意してあります）

10:00 センター出発

10:30 ホール到着後個人練習（自由時間）

（昼食は各自負担で食事をして下さい。）

13:30 合奏練習開始

18:00 軽食を配布（主催者で用意してあります）

19:00 サントリーホールにて演奏

21:30 打ち上げ（夕食：主催者で用意してあります）

23:00 センター到着

18日（土）

6:40 バスへ荷物積み込み

7:15 出発（朝食はこの時間までに済まして乗車して下さい。主催者で用意してありま

す）

8:00 ディズニーシー到着

10:00 ディズニーシーにて演奏（演奏後、私服に着替えて園内自由）

12:00 出発（ランド内で各自昼食を済まして下さい。）

18:00 仙台着予定

19:00 石巻着予定

各自用意する者

・楽器

・半袖白Ｙシャツ,黒もしくは濃紺のズボン・スカート・ソックス,黒靴をご準備下さい。

・16日の昼食・夕食代、17日の昼食代、18日の昼食代

・各自の常備薬

・私服等の着替え

場所：東北高等学校・泉キャンパス 仙台市泉区館7-101-1

お問い合わせ：同校音楽部顧問 遠藤 昇先生 090-3755-6477
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平成24年8月17日に東京サントリーホールで開催された復興支援コンサート

募集チラシ
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練習会

ワークショップ参加者

リハーサル

本番

シルクメンバーによるレッスン

ディズニーシーコンサート

ディズニー参加盾
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平成24年11月10日に開催された被災地復興支援企画「本吉地区訪問活動」

「みやぎスーパーバンド」といういわゆる「ディレクターバンド」があり、県内の吹奏楽指導者と

大学で教員を目指している学生で活動しています。今年は被害の大きかった気仙沼本吉地区に

移動して、楽器別講習会や、演奏会を開催しました。この活動も今年で19年になりました。

なお、今回の訪問や地元の生徒たちの移動手段のバス代などに全国の皆様から寄せていただ

いた義援金を使わせて頂きました。また、楽器BANKによせられたリードなども持参して子供たち

に配布しました。
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サキソフォーンレッスン

フルートレッスン

チューバレッスン

リハーサル
本番

佐川先生レッスン
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皆様のご支援に感謝申し上げます。

宮 城 県 吹 奏 楽 連 盟
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